




























M F T CA MA IQ　’ 始歩期
D群 3 1 4 15．6 6．6 42 1．8

































































































D群 1（B） 1（C） 2（A，D）


































































































腕 ④前へ出す 15（42） 18（50）
⑤横へ開く 10（28） 0（）
⑥前回し 8（22） 16（44）
⑦後ろ回し 24（67） 34（94）
手
①難している
A力が入る
17（47）
P2（33）
20（56）
Q5（69）
膝
①まつすく
A曲っている
30（83）
P5（42）
36（100）
X（25）
①まっすぐ 30（83） 27（75）
腰
②引く 12（33） 27（75）
N
N
N
NS
1234　56789
Fig．5　姿勢保持時間の水平型の例
NS
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2）不安定板上での姿勢保持態勢
　姿勢保持態勢はTable　3のようなチェックリストに丹念にチェックされた。それをD群
nD群別に集計すると，　Table　4の通りである。両群に有意差が認められたものは腰と腕
の動きである。
　D群は腰を引いて重心を後にする動きに乏しい。それに対してnD群は腰の引けてるも
のが多く，腰を引くことによってバランスをとっているのである。
　また，腕の動きであるが，nD群は腕を前に回し後に回してバランスをとっている。D
群はnD群より腕を前に回したり後に回したりすることは少なく，腕をつっぱったり，上
に挙げたり下に降ろしたり，横に開いたりすることが多い。
　　　　　　　　　　　　鉦藪藪賦斑B
　　　　　　　　銚熊麺鎗鰻ゼ。
　　　　　　　曝露愈愈翼D
Fig．6　D群（A，　B，　C，　D）の姿勢保持態勢
　　　　　謙廻難論簸ま亘Q
　　　　　　　　素砥脚継胸懸
Fig．7　nD群（P，　Q，　R，　S）の姿勢保持態勢
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　したがって，D群は一方向だけに耐えて終わっているD群にも倒れないようにしょうと
いう気持ちはあるが，どうずればよいか分かっていない。そこで，棒立ちにならざるをえ
ない。
　Fig．6，7はD群nD群の一人ひとりの姿勢保持態勢を示したものである。これは一人
10試行×9＝90試行の中で最高の姿勢保持時間を1／3sec毎にカットし，その時の態勢
を図示したものである。この図からもD群は腰の引きや腕の回転の乏しさが分かる。
4．総　　括
　一般に，精神薄弱者は運動面でも遅れているが，中でも運動の基礎的能力であるバラン
ス能力に著しい遅れがあると言われる。そこで今回，中高生のダウン症のバランス能力を
明らかにすることにした。それは不安定板を用いて実際の運動場面でより重要な役割を果
たすと言われる動的バランス能力についてで毒る。
①D群の1回目の姿勢保持時間の平均値は1．10±0．17秒（mean±S．D．）で9回目のそ
　　れは1．77±0．35秒であり，練習の効果として漸増の傾向が見られる。
　②nD群の1回目と9回目の姿勢保持時間の平均値は1．47±0．24秒，2．20±0．51秒で
　　あり，D群と有意な差は認められないが優れている傾向にある。
③姿勢保持態勢について，両者とも倒れないようにしょうとする気持ちはあるが，D
　　群はnD群に比し，第一に腕の前回しや後回しをしてバランスをとろうとすることに
　　乏しい。腕をつっぱったり，上に挙げたり降ろしたり，横に開いたりしている。第二
　　に腰の動きが乏しい。前に重心があり前に倒れようとするとき，腰を後に引いて重心
　　を後にする動きが見られない。
　④両群とも個人差が大きい。また，個人内の分散も大きく値が不安定である。つまり，
　　約40日にわたり1回10試行X9＝90試行挑戦したが，十分なバランス能力は身に黒い
　　ていないように思われる。
　今後，第二段の訓練を実施し効果を検討したいと思う。
　最後に，おしみないご協力をいただいた安達宗弘，高谷康文，山口伸一郎の諸君に感謝
申し上げます。
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